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概要

地震などの災害が発生し住民が避難しなければならない事が多発している．地震発生時には逃

げ遅れによる被害が深刻なものとなる可能性がある．我々はスマートフォンのGPSや各種センサ

より得られたデータをインターネット上にあるサーバに蓄積，ユーザーが情報を共有することが

できるシステム TLIFES（Total LIFE Support system）を開発しており，TLIFESの機能を拡張した

安否確認システムを提案してきた．本稿では TLIFESの機能を利用した避難支援システムを提案

する．TLIFESにより集められた位置情報を利用し，避難できない人の避難を周りの人による共助

で可能にする．
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第1章 はじめに

地震により犠牲者が出るケースが増えてきている．2011年に起きた東日本大震災では逃げ遅れ

によって多くの犠牲者が出た．また，安否確認のため電話回線が混雑し，通信規制が行われた．こ

れにより離れた家族間での安否確認や情報交換が困難となった [1]．災害時に自分 1人で避難が困

難な人，災害情報の取得が困難な人を災害弱者と日本赤十字社で定義されている [2]．地震発生後

において災害弱者の避難を迅速にサポートすることができるシステムが求められている．

災害時を想定した避難支援のシステムの研究として「災害弱者を考慮した避難経路アプリケー

ションの研究」がある [3]．災害における犠牲者数を抑制するため，地域住民がスマート端末を使

用し，SNSを用いて連絡を行いながら援護者が災害弱者を救助に向かい，共助を行うことを支援

するシステムである．事前に共助の関係を登録しておくことで救助の確実性が上がり，援護者が

普段から交流している人なので災害弱者が安心できる．しかし，GPSによる位置情報が SNSに投

稿時のみでリアルタイムでなく，安否を伝える方法がコメントのみで文字入力ができない場合は

伝えることが困難である．

Twitterを利用した災害時安否確認システムの研究として「Twitterを用いた災害時安否確認シス

テム T-@npi」がある [4]．このシステムは近年 SNSによる安否確認がよく活用されているという

背景のもと作られた Twitterを利用した安否確認兼，避難支援システムである．災害が起こると，

T-@npiの Twitterアカウントが安否情報の発信画面への誘導ツイートをする．その後，救助が必要

かどうか，自身の状態，位置情報を付与するか否かを選択，必要に応じてコメントを入力後，ユー

ザーの Twitterアカウントから投稿するというシステムになっている．また，支援・救助活動への

活用として，救助要請を含む安否情報についてはオンライン地図へマッピングされる．これによっ

て市区町村担当者，警察・消防等の情報収集に活用できる．しかしこのシステムは Twitterに投稿

することが主であり，実際に救助に結び付く可能性が低い，位置情報のリアルタイム性に欠ける

という課題がある．

我々はスマートフォンのGPSや各種センサより得られたデータをインターネット上にあるサー

バに蓄積し，ユーザーが情報共有することができる総合生活支援システム TLIFES （Total LIFE

Suppot system）を提案している [5]．TLIFESでは GPSによる位置情報や各種センサで判定した

行動情報等を定期的にサーバに報告しているため位置情報のリアルタイム性に長けている．また，

TLIFESを利用した安否確認システムの提案もしている [6]．このシステムは掲示板を利用するこ

とで位置情報だけではなく家族の安否確認が行える．掲示板は家族の誰かが立ち上げることで他

のメンバの掲示板も自動で立ち上がる．

本稿では TLIFESを利用した避難支援システムを提案する．TLIFESサーバに蓄積されている位

置情報を利用し周囲の人に救助依頼を送ることで避難を支援する．Prottを使いGUIを作成し，実
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際に画面遷移を体験してもらうことで評価を行った．その結果，システムとして実現したら使っ

てみたいという意見を多数もらえた．

以下，2章では既存技術について述べ，3章では TLIFESとそれを利用した安否確認システムに

ついて述べ，4章では本提案である TLIFESを利用した避難支援システムについて述べ，5章では

作成したGUIについて述べ，6章では Prottを利用したレヴューについて述べ，最後に 7章でまと

める．
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第2章 既存技術

本章では災害時の避難支援に関連した既存システムについて紹介する．

2.1 災害弱者を考慮した避難経路アプリケーションの研究

地域住民がスマートフォンで SNSを用いて日常的に連絡をやり取りし，災害時には援護者が災

害弱者を救助に向かい，共助を行うことを支援するシステムがある．

このシステムは事前に援護を必要とする災害弱者を，援護者が登録しておく必要がある．登録

する内容は「名前・性別・年齢・電話番号・住所・グループ ID・援護の有無」である．また，こ

のシステムには SNS機能があり，コメントの投稿や閲覧が可能である．通常時はコメントを投稿

時に任意でGPSから取得した位置情報を付与することができ，グループのマップ上にコメントと

ともにピンが表示される．これによって通常時から身近な情報をやり取りすることで仲を深める

ことができる．災害時にはすべてのコメントにGPSから取得した位置情報を付与することで共助

に向かうことができる．

このシステムはGPSによる位置情報がリアルタイムでない，安否を伝える方法がコメントのみ

で文字入力ができない場合は伝えられないなどの課題が考えられる．

2.2 T-@npi災害時安否確認システム

安否情報をスマートフォンを用いて簡単な操作で Twitter上に投稿でき，必要に応じて救助要請

を発信できるシステムがある．

大規模災害の発生後，多くの人々が家族や友人の安否確認を試みるが，電話がつながりにくく

困難となる事態が発生した．また，近年 SNSによる安否確認がよく活用されているという背景の

もと作られた Twitterを利用した安否確認兼，避難支援システムである．災害が起こると，T-@npi

の Twitterアカウントが安否情報の発信画面への誘導ツイートをする．その後，救助が必要かどう

か，自身の状態，位置情報を付与するか否かを選択，必要に応じてコメントを入力後，ユーザー

の Twitterアカウントから投稿するというシステムになっている．また，支援・救助活動への活用

として，救助要請を含む安否情報についてはオンライン地図へマッピングされる．これによって

市区町村担当者，警察・消防等の情報収集に活用できる．しかしこのシステムは Twitterに投稿す

ることが主であり，実際に救助に結び付く可能性が低い，位置情報のリアルタイム性に欠けると

いう課題がある．
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第3章 TLIFESを利用した安否確認システム

3.1 TLIFESの概要

図 1に TLIFSの概要を示す．TLIFESとはスマートフォンの通信機能とセンサ機能を活用した

総合生活支援システムで，常時位置情報や行動情報をサーバに定期的に報告しデータベースに蓄

積している．蓄積されたデータは許可されたメンバであればパソコンやスマートフォンから確認

することができる．過去に蓄積された情報と比較するにより異常を検知し，見守る人にアラーム

メールを送信することができる．これにより，緊急時に迅速な対応をすることができる．TLIFES

は 2分間隔でサーバに情報を送信しているがGPSの起動は移動を検知したときのみ起動するので

電力消費を抑えることができる．移動は加速度センサを使って判定している．

TLIFESのシステム構成 

高齢者 

＜病院・介護施設＞ 

保護者・家族・友人・ご近所さん 

障がい者 

＜職場＞ ＜外出先＞ ＜自宅＞ 

医療従事者 

若い女性 

＜外出先＞ ＜自宅＞ 

＜自治体他＞ 

警備・安全管理者 

GPS衛星 

自動車 

蓄積 

照合 

過去の履歴 サーバ 

社会的還元 

子ども 要介護者 

見守られる側 

見守る側 

健康情報 健康機器 

運転情報 

位置情報 

ＧＰＳ 
加速度センサ 
ジャイロセンサ 
地磁気センサ 

大画面 
ＧＵＩ 

行動情報 

『スマートフォン』 

共有 

解析 

安全・安心への活用 

『モバイルネットワーク』 

閲覧 

検出 

警報 

収集 

安心な街づくり 
事故軽減 

センサデータの取得 

データの有効活用 

通常時は一般のスマートフォンとして使用 
裏でセンサデータを収集 

必要に応じて収集データを有効活用 

図 1 TLIFESの構成
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3.2 TLIFESを利用した安否確認システム

前提条件として，情報を行う住民がスマートフォンを保持しており，TLIFESが導入されている

ものとする．また，家族等のグループをあらかじめ作成してあることとする．TLIFESサーバは可

能であれば，自治体などから災害情報や災害規模に応じた避難場所を取得することができる．利

用者であるグループが何かしらの統一された連絡手段のアプリを共有して持っており，詳細な連

絡手段として提案システムに登録しておくものとする．

TLIFESサーバは災害発生後や避難勧告発令後，災害規模に合わせて被災地域の住民のスマート

フォンに災害用掲示板を起動し，最寄りの避難場所の位置情報を表示する．また，グループ内の

誰かが災害用掲示板を起動することもできる．掲示板のグループの範囲は予め定義したグループ

に限定することとしている．TLIFESサーバには家族全員の直近の位置情報が蓄積されている．利

用者が被災地近辺でネットワークが使えないユーザーの直近の情報を取得できる．このことを利

用して安否確認をサポートする．災害用掲示板は TLIFESサーバ上のデータを活用することで実

現する．TLIFESサーバ内の家族の位置情報を利用して，家族全員の位置を地図上に即座に表示す

る．プライバシを配慮し，通常時に位置情報を開示するかどうかは設定可能とする．グループ内

の誰かが災害用掲示板を起動したときは，位置を開示してよいかどうかの確認を行う．確認の応

答がない場合は強制的に位置を開示する．
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第4章 提案システム

本章では，提案方式である TLIFESを利用した避難支援システムについて記述する．提案シス

テムは，日常的に使用するシステムである TLIFESによって集められた位置情報を利用して，要救

助者を周囲の人の共助で避難させることを支援する．

4.1 前提

前提条件として，情報交換を行う住民全員がスマートフォンを所持しており，TLIFESが導入さ

れているものとする．また，家族のグループ，親族のグループなどがあらかじめ定義されており，

掲示板にて連絡のやり取りが行えるものとする．掲示板のグループの定義範囲は，家族，または

親族とする．救助の対象となる災害弱者は家族と別居しているものとする．これは 65歳以上の高

齢者の子供との同居率が年々下がっていることから可能性が高いと考えられる [9]．本システムは

大雨などの避難時に時間的余裕がある災害や，地震などの災害発生後落ち着いた時などを想定し

ている．これは住民は自身の命を先ずは最優先にすべきという考えの下である．

4.2 システム構成

図 2に提案システムの概要図を示す．以下，システムを利用している人を『ユーザー』，救助が

必要な人を『要救助者』，救助要請を受けて救助を行う人を『救助者』と表現する．ユーザーは事

前に『名前』，『年齢』，『性別』，『メールアドレス』，『緊急連絡先』を登録する．登録された情報は

TLIFESサーバにて，ランダムに生成された各々を判別するホスト名と共に管理される．このホス

ト名は救助の際の通話をするために必要となる．ユーザーは登録したメールアドレスを利用して

家族や親族を招待しグループを作成する．要救助者は自力での避難が不可能だと判断したら自身

の使用しているスマートフォンで周りの人へ救助要請を送ることができる．また，要救助者自身が

要請を送ることが困難だと家族が判断した際には，要救助者の家族が要救助者に代わって要救助者

の周囲のユーザーへ救助要請を送ることもできる．TLIFESサーバに救助要請が送られるとサーバ

に蓄積されている位置情報を基に要救助者の付近のユーザーへ通知が送られる．付近のユーザー

は要救助者が要請を行う際に入力した『必要人数』，『救助内容』，『要救助者までの道のり』，『要

救助者の位置情報』等を確認し，救助の可否を選択する．また，救助者と要救助者との間で連絡

を取ることができる．連絡は文字入力によるチャットと，音声通話がある．これらはNTMobileと

いう通信の移動透過性と通信接続性を実現する技術を使うことでインターホンレベルでの音声通

話が実現可能になる [7]．これらを利用して要救助者の具体的な状態や，到着後どうするかなどを
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相談して決める．また，救助が困難だと判断した場合は事前に登録してある緊急連絡先への連絡

をワンタッチで行える．救助が完了した際は，救助終了を選択することで救助要請を取り下げる．

救助要請

要救助者 救助者

・支援内容表示
・要救助者への経路表示
・支援可否選択

TLIFESの位置情報を元に、要救助
者付近のユーザーに対して通知
を送る。

要救助者の家族

家族が代わり
に救助要請す
ることも出来る

インターネット

・救助する前に連絡を取
ることが可能
・NTMobileを活用した文
字チャット/音声通話

TLIFESサーバ

図 2 提案システムの概要図
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第5章 GUI

提案方式である避難支援システムの GUIは 3つの画面で構成される．

5.1 要救助者の画面

図 3にタイトル画面を示す．『ホーム画面へ』を押すことで図 4のホーム画面に遷移し，『設定画

面へ』を押すことで図 15の設定画面に遷移する．図 4にホーム画面を示す．ここでは設定画面で

グループに設定した家族の位置情報と安否情報を確認することができる．また，『安否入力』を押

すことで図 5の安否入力画面に遷移し，『家族と連絡』を押すことで図 6の家族メンバー一覧画面

に遷移し，『救助依頼』を押すことで「誰を助けたいですか？タッチして選んでください」という

ポップアップ通知の後に図 7の救助対象者選択画面へ遷移する．図 5に安否入力画面を示す．こ

こではワンタッチで自身の安否を入力することができる．いずれかのボタンを押すことで図 4に

遷移する．この時選択した安否が自分の安否に反映される．図 6に家族メンバー一覧画面を示す．

家族のメンバーの確認や，それぞれのメンバーとの 1対 1での通話やチャットができる．図 7に救

助対象者選択画面を示す．自身を含めた家族のアイコンをタッチすることで「○○から救助依頼

を出しますか？」という確認が表示される．確認後は救助に必要な人数と救助依頼の具体的な内

容を記入し救助依頼を送信する．送信後は図 8に遷移する．図 8に救助待機画面を示す．地図上

に要救助者と救助可能と選択した救助者，そして両者の最短経路が表示される．また，左下には

救助依頼を出す際に選択した人数にどれほど満たしているかをリアルタイムで表示される．『救助

者の詳細』を押すことで図 9に遷移する．『緊急連絡』を押すことで図 10に遷移する．『依頼終了』

を押すことで「本当に救助依頼を終了してもよろしいですか？」という確認が行われた後，救助依

頼を終了することができる．図 9に救助者詳細画面を示す．ここでは救助者の簡単なプロフィー

ルが確認でき，『チャット』を押すことで文字入力によるチャットができる．また，『通話』を押

すことで音声通話ができる．これらを利用して救助に必要な情報等を共有し，より迅速な救助を

可能にする．図 10に緊急連絡先画面を示す．ここでは事前に登録してある緊急連絡先を確認し発

信することができる．この画面を設けることで図 8での誤操作による発信を防ぐ．
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図 3 タイトル画面 図 4 ホーム画面

図 5 安否確認画面 図 6 家族メンバー画面
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図 7 要救助者選択画面 図 8 救助待機画面

図 9 救助者詳細画面 図 10 緊急連絡画面
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5.2 救助者の画面

救助依頼が届いた人のスマートフォンに「救助依頼が届きました」という通知が表示され，確

認を押すと図 11に遷移する．図 11に救助依頼内容画面を示す．ここでは救助依頼内容を確認で

き，この時点で救助不可と選択することもできる．『位置情報を確認』を押すことで図 12に遷移

する．図 12に要救助者位置情報画面を示す．ここでは要救助者の位置情報と最短経路，現在依頼

に必要な人数がどれほど足りているのかを確認することができる．これらを判断材料に右下で救

助できるか否かを選択する．『救助可能』を押すことで図 13に遷移する．『救助不可』を押すこと

で自身が元々操作していた画面に戻る．図 13に救助中画面を示す．ここでは要救助者の位置情報

と最短経路を確認することができる．また，『依頼者と連絡』を押すことで 14に遷移し，緊急連絡

を押すと要救助者と同様図 10に遷移する．図 14に要救助者詳細画面を示す．ここでは要救助者

の簡単なプロフィールが確認でき，『チャット』を押すことで文字入力によるチャットができる．

また，『通話』を押すことで音声通話ができる．これらを利用して救助に必要な情報等を共有し，

より迅速な救助を可能にする．

図 11 依頼内容画面 図 12 要救助者位置情報画面
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図 13 救助中画面 図 14 要救助者詳細画面

5.3 設定画面

図 15に設定画面を示す．『個人情報』を押すことで図 16に遷移し，『グループ設定』を押すこと

で図 17に遷移し，『その他』を押すことで 18に遷移する．図 16に個人情報設定画面を示す．こ

こでは個人の各情報を設定できる．図 17にグループ設定画面を示す．ここではグループメンバー

招待の他に，各メンバーの表示名を編集する事もできる．図 18にその他の設定画面を示す．ここ

では緊急連絡先の登録ができる．
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図 15 設定画面 図 16 個人情報設定画面

図 17 グループ設定画面 図 18 その他設定画面
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第6章 評価

Prottというプロトタイピングツールを使用しGUIに画面の遷移を付け加えたものを実際に触っ

てもらい，アンケートに答えてもらうことで自身の提案システムの評価を行った．アンケートは

「GUIデザインのための評価方法の提案」を参考にして作成した [8]．20から 50代の知人や家族 9

人を対象に行い，評価結果は以下のようになった．図 19に点数による評価結果を示す．

3.9

3.5

3.23.5

4.1

0

1

2

3

4

5
画面の見易さ

色使い

操作性高齢者でも使えるか

実用性

Prott による評価

図 19 点数による評価結果

改善点

救助依頼を出す際の操作が分かりにくい

救助者が助けに行った際の二次災害の危険性はどうするのか

その他感想

いい発想と GUIだと思う

文字が見やすかった

誤操作に対応していて丁寧に感じた
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第7章 まとめ

本稿では，災害時においても利用できる可能性の高いインターネットを利用し，日常的に使用

するシステムである TLIFESの機能を利用した震災時の避難支援システムを提案し，GUIを作成

した．このシステムによって震災時に一人では避難が困難な人の避難を周りの共助によって可能

にする．課題としては，レビューを参考にして GUIの見直し，TLIFESで収集している他のデー

タの活用方法の検討，災害時の具体的なシチュエーションを想定しシステム全体の見直しが挙げ

られる．今後，実用化に向けて実装を進めていく予定である．
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